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矢野玄道 (15f

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
全
国
的
に
有
名
な
国
学

者
矢
野
玄
道
は
、
安
政
六
年
に
矢
野
道
正
の
長
男
と

し
て
大
洲
市
阿
蔵
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
の
と
き
母
に

抱
か
れ
て
千
字
本
を
お
ぼ
え
、
六
歳
の
と
き
に
父
か

ら
論
語
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

二
十
五
歳
の
と
き
平
田
笹
川
胤
の
門
に
入
り
、
さ
ら

に
幕
府
の
官
学
昌
平
校
に
入
っ
た
。
国
学
の
研
究
に

生
涯
を
さ
さ
げ
よ
う
と
志
し
て
い
た
玄
道
は
、
著
述

に
い
そ
し
み
著
書
は
七
百
あ
ま
り
に
及
ぶ
。

玄
道
は
終
生
名
声
や
利
益
を
追
わ
ず
、
清
蓋
に
甘

ん
じ
、
一
生
妻
を
め
と
ら
な
か
っ
た
。
門
人
は
八
王
国

に
及
び
、
哲
一
言
詞
の
あ
る
も
の
は
三
百
人
を
越
え
、
教

え
を
請
う
た
も
の
は
千
数
百
人
に
お
よ
ぶ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

明
治
二
十
年
五
月
、
病
の
た
め
六
十
五
歳
で
没
し

た
。
宮
内
省
か
ら
祭
し
料
と
し
て
金
百
円
を
下
賜
さ

れ
、
阿
蔵
有
松
に
葬
ら
れ
た
。

大洲市役所発行昭和60年 3月 1日発行

納期は
4月1日砂国民健康保険税(第6期)今月の納税



お

創
意
と
努
力
に
よ
り

ずお広報

第3期目にあたり

よ
り
よ
い
大
洲
市
へ

秋
'=壬~

E圭近田大洲市長

従
っ
て
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
節
約

の
体
制
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
は
積
極
的
に
対
応

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
市
民
の
連
帯
と
参
加
に
よ
る
公
正

で
明
る
い
創
造
性
豊
か
な
市
政
の
推
進
L

を
基
本
理
念
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
重

点
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
わ
り
ま
す
。

一
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い

都
市
を
め
ざ
し
て
、
生
活
環
境
の
整

備
充
実
を
は
か
る

こ
の
た
び
市
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
と
高
い
次
元
で
の
ご
協
力
に

支
え
ら
れ
て
、
三
期
日
の
市
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
内
外

の
客
観
的
情
勢
が
増
々
き
び
し
さ
を
加

え
て
ま
い
り
ま
す
。
即
ち
、
行
財
政
改

革
の
波
が
、
地
方
自
治
体
に
ど
の
程
度

の
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
全
く
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

二
、
農
業
並
び
に
都
市
基
盤
の
充
実
を

は
か
り
、
個
性
の
あ
る
地
域
産
業
の

振
興
に
つ
と
め
る

て
一
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福
祉
の
充

実
と
健
康
で
明
る
い
都
市
ふ
つ
く
り
に

つ
と
め
る

四
、
教
育
、
文
化
施
設
の
整
備
充
実
を

は
か
り
、
人
間
性
豊
か
な
都
市
守
つ
く

り
に
つ
と
め
る

五
、
広
域
的
行
政
の
展
開
と
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
充
実
を
は
か
る

こ
の
中
で
、
特
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
し
ま
し
で
は
|
|

一
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
網
の
整

備
促
進
、
ゴ
ミ
処
理
対
策
、
公
共
下
水

道
促
進
が
重
要
な
問
題
で
す
。

二
に
つ
き
ま
し
で
は
、
都
市
基
盤
の

整
備
と
し
て
駅
前
開
発
の
促
進
、
農
業

基
盤
の
整
備
と
し
て
国
営
農
地
開
発
事

業
の
促
進
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

三
に
つ
き
ま
し
で
は
、
高
齢
化
社
会

を
展
望
し
て
の
事
一
業
推
進
が
望
ま
れ
ま

す。
四
に
つ
き
ま
し
で
は
、
魅
力
あ
る
ま

ち
守
つ
く
り
を
推
進
し
、
文
化
施
設
、
公

園
整
備
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
大
洲
市
の
未
来
を
考
え

ま
す
と
き
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
、
行
政

の
み
の
努
力
で
は
大
洲
市
の
未
来
を
開

拓
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
共
存
と
住
民
の
自
主
的

結
束
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

時
代
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
大
洲

市
の
み
で
な
く
、
他
の
い
ず
れ
の
地
域

も
同
じ
様
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
切
り
開
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
知
恵

と
努
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
住
民
サ
イ
ド
に
た

っ
た
発
想
が
大
切
な
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
共
々
に
創
意
と
努
力
を

だ
し
あ
っ
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
、
豊

か
で
魅
力
の
あ
る
地
域
、
つ
く
り
に
遁
進

す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
任
期
の
当
初
に
あ
た
り
、
所

信
の
一
端
を
申
し
あ
げ
ま
し
て
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
九
代
市
長
に
近
田
氏

2 

新
市
議
に
は
音
岡
氏

大
洲
市
長
に
近
田
宣
秋
氏
(
六
十
六
昭
和
剖
年
新
谷
小
学
校
長
に
就
任
。

歳
)
、
ま
た
、
大
洲
市
議
会
議
員
に
吉
岡
こ
の
後
、
新
谷
中
、
大
洲
南
中
の
校

昇
平
氏
(
三
十
八
歳
)
が
無
投
票
当
選
長
を
歴
任
。

し

ま

し

た

。

昭

和

的

年

八

幡

浜

教

育

事

務

所

長

に

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
長
選
挙
お
就
任
。

よ
び
同
時
に
行
わ
れ
る
大
洲
市
議
会
議
昭
和
臼
年
大
洲
市
長
に
就
任
。

員
補
欠
選
挙
は
、
一
月
十
九
日
に
告
示

V
音
岡
昇
平
氏
略
歴
A

さ
れ
、
同
日
午
後
五
時
に
届
出
を
締
め
会
社
役
員
(
大
洲
青
年
会
議
所
理
事

切
っ
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
し
か
立
長
、
大
洲
青
年
協
議
会
会
長
)
大
洲
高

候
補
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
校
卒
、
大
洲
市
常
磐
町

V
近
田
宣
秋
氏
略
歴
A

住

所

大

洲

市

若

宮

四

八

七

九

生
年
月
日
大
正
七
年
十
月
十
六
日

昭
和
日
年
愛
媛
県
師
範
学
校
卒
。
喜

多
尋
常
高
等
小
学
校
教
諭
に
就
任
。
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l昭和畔目標

大洲市の均衡ある発展を願い

土地利用計画を策定

大
洲
市
は
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
と
し
た
大
洲
市
土
地
利
用
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
公
共
の

福
祉
を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
を
保
ち
な
が
ら
、
大
洲
市
の
均
衡
あ
る
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

課
週

限
な
土
地
を
有
効
に

大
洲
市
は
、
中
心
に
平
肝
部
が
あ

り
、
そ
の
周
囲
は
丘
陵
、
森
林
に
固
ま

れ
て
い
ま
す
。

中
山
の
平
野
部
は
、
水
田
を
中
心

と
し
た
農
業
地
帯
で
す
が
、
一
方
で
中

心
的
な
市
街
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
地
域
に
は
、
主
要
な
交
通
路
が
集

中
し
て
い
る
た
め
、
工
場
、
商
業
地
と

し
て
の
土
地
利
用
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま

土地の利用目的に応じた区分ごとの規模の自標

(単位:ha) 

区 分
基準年次 中間年次 目標年次

昭和50年 昭和60年 昭和65年

農 用 f也 3，300 3，241 3，199 

農 主也 3，300 3.241 3，199 

採草放牧 f也

森 中本 17，389 17，039 16.969 

原 里子

水面・河)11・水路 722 725 727 

道 路 696 923 1，004 

|一般道路 517 622 650 

農 林道 179 301 354 

宅 地 449 599 697 I 

f主 宅 地 366 492 570 

工 場用地 43 61 77 

事務所・自舗等の用地 40 46 50 

h ビ の 他 1，537 1，566 1，497 

止口入 計 24，093 24.093 24.093 

市 街 地 210 297 347 

す
。
こ
の
よ
う
に
中
心
部
で
は
、
様
々

な
動
き
が
あ
り
、
土
地
利
用
の
混
乱
を

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
丘
陵
・
森
林
地
帯
は
、
大
洲

市
面
積
の
大
半
を
占
め
る
重
要
な
土
地

資
源
で
す
。
臼
然
環
境
の
保
全
、
災
害

の
防
止
に
加
え
、
こ
の
地
域
で
は
、
農

林
業
の
育
成
を
め
ざ
し
た
土
地
利
用
を

凶
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
洲
市
を
真
に
住
み
よ
く
豊
か
な
地

域
社
会
と
す
る
た
め
、
経
済
の
拡
大
に

よ
り
生
ピ
る
各
種
の
土
地
需
要
に
対
し

適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
環
境
の
保
全
、
災
害
防
止
な

ど
土
地
利
用
を
制
限
す
る
諸
要
因
か
ら
、

土
地
利
用
転
換
が
必
ず
し
も
容
易
で
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
限

ら
れ
た
土
地
資
源
を
前
提
と
し
た
需
要

の
調
整
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

手リ
用

利
用
区
分
ご
と
の
土
地
需
要
に
つ
い

て
は
、
有
効
利
用
を
促
進
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
調
整
を
行
い
、
適
切
な

土
地
利
用
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

含
属
用
地

A'

農
用
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
に
よ

り
-
部
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
将
来
の
安
定
的
な
食
糧

の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
市
の
経
済

を
支
え
る
基
礎
的
生
産
基
盤
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
生
産
性
を
高
め
る
土
地
改

良
と
併
せ
優
良
農
地
の
確
保
お
よ
び
農

地
開
発
に
よ
る
拡
大
を
凶
り
ま
す
。

-
森
林

A'

森
林
に
つ
い
て
は
、
林
業
基
盤
と
し

て
の
機
能
に
加
え
、
土
地
の
保
全
、
ぷ

源
の
か
ん
養
、
保
健
休
養
、
白
然
環
境

の
保
全
む
よ
び
鳥
獣
の
保
護
な
ど
公
益

的
機
能
が
総
合
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う

そ
の
整
備
を
閃
り
ま
す
。

-
河
川
な
ど

A'

ぷ
面
、
河
川
、
ぷ
路
に
つ
い
て
は
、

環
境
の
保
護
、
観
光
資
源
の
育
成
、
災

害
の
防
止
を
阿
る
た
め
整
備
を
促
進
し

ま
す
。
今
後
、
予
想
さ
れ
る
水
需
要
の

増
大
に
対
し
て
は
、
水
資
源
の
確
保
と

農
業
な
ど
の
用
排
水
施
設
に
必
要
と
さ

れ
る
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

-
道
路
A
守

一
般
道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
混
雑

の
解
消
、
土
地
の
有
効
利
用
ム
お
よ
び
生

活
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
必
要

な
用
地
を
確
保
し
ま
す
。
な
お
、
道
路

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
交
通
安
全
の
施

設
整
備
と
沿
線
環
境
の
保
全
対
策
に
十

分
な
配
慮
を
行
い
ま
す
。

農
林
道
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
の
生

産
性
の
向
上
お
よ
び
農
林
地
の
適
正
な

管
理
と
市
民
に
よ
る
保
健
休
養
な
ど
の

有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
用

地
の
確
保
を
図
り
ま
す

0

.
毛
地

A'

宅
地
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
居
住

水
準
を
目
標
と
し
、
生
活
関
連
施
設
の

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
今
後
の
人
口
増

加
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
用
地
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

工
場
用
地
に
つ
い
て
は
、
公
害
の
防

止
と
環
境
の
保
全
に
配
意
し
な
が
ら
、

そ
の
機
能
的
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に

必
要
な
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

。
市
街
地
.

市
街
地
に
つ
い
て
は
、
過
密
化
を
防

止
し
安
全
性
の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、

土
地
の
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新

を
行
う
た
め
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

-
そ
の
他
の
土
地
。

そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
今
後

増
大
す
る
行
政
需
要
に
あ
わ
せ
て
必
要

と
さ
れ
る
公
園
、
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン
用

地
お
よ
び
公
共
施
設
用
地
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

~ 3 

こ
の
計
画
の
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
総
務
財
政
課
企
画
係
へ
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
8



ず

k
k
な
お
一
、
申
告
相
談
該

ι者
に

は

、

相

一

自

分

の

財

産

の

確

認

を

談
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
但
別
に
お
届
け
〉

し
ま
す
o

た
だ
し
、
昨
年
、
税
務
署
九
十
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

確
定
申
告
を
し
た
人
に
は
お
届
け
し
ま
叩

+

縦

覧

せ
ん
の
で
、
今
年
確
定
申
告
を
さ
れ
念
日

い
人
は
ご
連
絡
く
だ
き
い
o

q

今
年
は

4
月

1
日
か
ら

期

限

+

提
出
期
限
は
、
二
一
月
十
五
日
で
す
。
吋

そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
山
昭
和
六
十
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税

係
へ
お
問
い
台
わ
せ
く
だ
一
さ
い
。
ん
い
の
も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
6
-
2
4
7

吟
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
四
月

l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
j
吋
一
日
か
ら

J

干
日
ま
で
の
期
間
で
す
。

贈

与

税

の

申

告

二

例

年

は

一

二

月

長

か

ら

二

十

日

ま

で

の

l
i
l
-
-
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
¥
+
間
を
縦
覧
期
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
や
昭
和
六
十
年
度
は
評
価
替
の
年
に
あ
た

か

か

る

税

金

で

す

。

べ

り

ま

す

の

で

期

間

を

変

更

す

る

こ

と

に

昭
和
五
十
九
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら
山
な
り
ま
し
た
。

っ
た
財
産
の
価
額
の
合
計
額
が
六
十
一
力
ゃ
あ
な
た
の
資
産
が
間
違
い
な
く
登
録

川
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
院
の
申
告
吟
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
の
機
会
に
確
認
し

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ω

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産
ん
?
な
お
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す

な
ど
の
贈
与
が
あ
っ
た
と
き
、
二
疋
の
時
が
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

要
件
に
宍
て
は
ま
れ
ば
、
基
礎
控
除
六
一
九
期
間
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

1
四
月

十
万
円
の
ほ
か
に
、
配
偶
者
控
除
と
し
‘
二
十
日

て
最

L

品
一
千
万
円
ま
で
が
課
税
価
格
か
午
前
八
時
三
一
十
分

1
午
後
五
時

ら

差

し

引

か

れ

ま

す

。

た

だ

し

、

土

曜

日

の

午

後

、

日

曜
日
は
除
く
。

お

税
一
一
の
申
告
は
る
国
月
間
毘
嚢
で
記

お広報

市

県

民

税

の

申

告

市
県
民
税
の
申
告
相
談
、
指
導
を
別

表
の
日
時
、
場
所
で
行
い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
吋
象
の
人
は
、
期

日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
し

申
告
義
務
の
あ
る
人

V
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
現
花
、
市
内

一
に
住
所
の
あ
る
人
勺

V
昭
和
五
十
九
年
中
に
給
与
所
得
以
外

に
営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、
配

昭和60年度分市県民税EZi韓日程表

当
ま
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

申
告
の
必
要
が
な
い
人

曹
所
南
が
給
与
の
み
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
ト
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
穀

行
主
目
が
い
巾
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

マ
附
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
中

止

n
T
る
人
υ

申
告
に
つ

い
て

申
告
に
必
要
な
も
の

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

午前 911、子ω分~午後 411.¥'30分まで

※ l111N 祭l1は除雪ま仁

※ qJ{!f十I1ロ実11与問

書
か
証
明
書
o

v医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書
。

V
印
鑑
、
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類
。

自
主
山
中
止
円
を
さ
れ
る
人
は
、
地
区
別

に
中
台
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

耳
打
田
守
M
Mん

咽

-vtr''''aES
咽
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• 

地 医|中告内存 Jt月 H 1 局 所
一一一一上一ー 一一一一斗ー 」

、r 'U I 巾待相談 2十J20H 連 絡 所

|おうえ米1 ク 2月22[] I 

一→一一一一一一一一一L一一一一 一_[_.____  ___1_____ ___ _ 

IT H1 I 今 i 2 H 23 fl i 
一一一一一一~大111 .i宝給

大 111 ο 十三竺2511 主宰二~~~~_I_J
柳 沢 i ク 2円巾2お6U 連呈 手給計 川

一一↓十一 ← →一一 一イ

;新庁 干符主;-:! 今 2十付J27 [1 i 
_j_一一」 斗 4 

i1f-I ク 2rj 2811 
上 4一一一 一斗一一 I 

三三一百二 三H1 fJ γ J 
1竺到ル :3 J J 4 fl 二 |
ki'ill地[!{(農業者)中間間談;ヨ !157ki税 筋 書 l

一一一一十一 一一一←ー

中;'】指事 |3111 2己i市税務課

-
所
得
税

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六

日
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

限
は
ご
一
月
十
一
色
H
で
す
が
、
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
平
舵
い
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
内

確
定
申
告
の
必
要
な
人

V
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
高
収
入

の
あ
る
入
、
上
地
や
建
物
を
売
っ
た

人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
九
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
て
い
る
人
o

v
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
、
一
一
か

所
以
L
L
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
。

給
与
以
外
の
所
得
が
↓

A

十
万
円
を
超

え
る
人
な
と
で
す
。

-
贈
与
税

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

税
務
署
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
中
告
を
受
け
付
け
処
理
す
る
窓
口

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の
相
談
に

つ
い
て
も
、
担
当
の
職
員
が
お
答
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
洲
税
務
署

宮
⑪
3
1
1
5

4 -

富場
所

。
旧
大
洲
町
の
人
市
役
所
税
務
課

O
連
絡
所
管
内
の
人
各
連
絡
所

O
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
と

市

外

在

住

者

市

役

所

税

務

課

.
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
税
務
課

吋
固
定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

戸
さ
い
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
5



(交通傷害保険)

万

の
時
の
た
め
に

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
を

交
通
戦
争
の
現
代
、
わ
た
し
た
ち
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
交
通
事
故
に
あ
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
五
十
九
年
中
に
、

百
七
十
一
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、

二
百
二
十
六
人
が
負
傷
、
五
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
二
年
間
の
お

守
り
4

と
し
て
加
入
し
て
い
た
だ
い
て

国民年金の保険料

4月から

6，740円

ずお

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら
一

か
月
六
千
七
百
四
十
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
金
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
と
国
の

お広報

い
る
「
市
民
交
通
傷
害
保
険
」
の
昭
和

六
十
年
度
の
受
付
が
、
三
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
申

込
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
、
万
一
の
交
通
事
故

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
入
、

負
担
な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
長
期
的
に

み
て
、
支
出
(
給
付
費
)
と
収
入
(
保

険
料
や
国
庫
負
担
な
ど
)
は
つ
り
合
い

が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
国
で
は
、
将
来
予
想
さ
れ

る
受
給
者
や
給
付
費
の
増
加
を
見
込
み

な
が
ら
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
負

担
も
配
慮
し
て
、
毎
年
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
生
活
の
大
き
な

支
え
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、

豊
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
7

お
よ
び
市
内
に
通
勤
通
学
を
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
一
人
一
口
で
す
。

保
険
料
一
口
四
百
八
十
円
。

期
間
昭
和
六
十
年
四
月
一

H
か
ら

-
年
間

支
払
わ
れ
る
保
険
金
自
動
車
、
白
転

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
電
車
、
汽
車
な
ど

に
よ
っ
て
発
生
し
た
交
通
事
故
に
対
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

五
千
円
(
一
週
間
未
満
の
け
が
)
か

ら
最
高
百
万
円
(
死
亡
な
ど
)
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安
全

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
1
5

昭
和
六
十
年
度
の
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
に
は
、
今
年
一
月
一
日

現
在
で
次
の
三
つ
の
要
件
を
す
べ
て
備

え
て
い
る
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
人
。

②
年
齢
が
満
二
十
才
以
上
の
人

(
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
前
の

出
生
者
)

人

v
t人
V
S人
V
S入
V
g人
v
t入
v
t
A
v
t
A
V
S入
V
S入
V
S入
V
S
A
V
-
-入
V
t人
v
t〈
V
3〈
V
S入
V
S人
v
t入

軽
自
動
車
税
は
、
今
年
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
車
を
所
有
さ
れ
た
人
、
事
の

所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
(
五
十
∞

1
百
二

十
五
∞
)
と
小
型
特
殊
自
動
車
は
市
役

所
税
務
課
へ
、
他
の
車
種
に
つ
い
て
は

軽
自
動
車
協
会
ま
た
は
陸
運
事
務
所
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

間
バ
イ
ク
(
原
動
機
付
自
転
車
)
を
友

人
に
譲
っ
た
場
合

筈
市
に
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
場
合
、
あ
な

た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

間
バ
イ
ク
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
標
識

や
車
体
も
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
場
合

答
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

原動機付自転車など

の異動手続きは

お早めに

農
家
の
み
な
さ
ん

選
挙
権
の
確
認
を

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

φ
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

ぬ
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居

の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委

員
会
が
認
め
た
人
。

(
縦
覧
の
日
時
と
場
所
)

期
間
二
月
二
十
三
日
人
二
月
九
日

時
間
八
時
三
十
分
1
十
七
時

場
所
大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
。

電
話
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
0

iig八
v
g〈
v-

に
し
て
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

バ
イ
ク
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
時
は
、

は
が
き
で
身
内
の
人
に
名
義
変
更
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
通
知
を
し
て

い
ま
す
。

問
転
入
転
出
す
る
場
合

答
転
出
す
る
時
は
、
大
洲
市
交
付
標
識

を
市
へ
返
却
し
、
新
し
い
住
所
地
で

標
識
を
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
転

入
し
た
時
は
、
大
洲
市
の
標
識
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
バ
イ
ク
が
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

盛
口
ま
ず
警
察
署
へ
盗
難
届
け
を
し
て
、

そ
の
後
市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ー 5

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
軽
自
動
車
税

係
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

0

2
@
2
1
1
1
内
線
2
4
3
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朝
霧
タ
ケ
ノ
コ
ο
大
洲
の
特
産
に
，
，
っ

ずお

-
五
次
産
業
の
育
成

お広報

大
洲
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
を
「
朝
霧
タ

ケ
ノ
コ
」
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
に
な

， 85国際森林年
守Rr首午ぽ噌H!->古平fマ持;H持R

昭和60年は、森林の年

り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
五

か
年
計
画
で
「
特
産
銘
柄
産
地
育
成
事

業
」
と
し
て
、
市
・
県
の
補
助
な
ど
三

百
万
円
を
か
け
、
大
洲
市
農
協
が
、
玉
体

と
な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

大
洲
市
は
古
く
か
ら
竹
の
産
地
で
各

所
に
竹
林
が
残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

南
久
実
柳
沢
、
新
谷
地
区
が
代
表
で
、

こ
の
三
地
区
が
事
業
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
二
一
地
区
に
は
、
四
百
九
十
二
じ
タ
の

竹
林
が
あ
り
、
地
区
内
の
農
家
戸
数
は

千
六
十
戸
で
す
。
昭
和
五
十
八
年
度
の

生
産
量
、
生
産
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
百

二
十
ト
九
五
千
二
十
三
万
円
で
し
た
。

開
発
途
上
国
に
お
け

激
な
減
少
、
先
進
国
に
お

に
よ
る
森
林
荒
廃
な
ど
世
界
的
な
規
模

で
森
林
の
減
少
・
劣
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
連
食
糧
農
業
機
関
(
F
A
O
)
で
は

一
九
八
五
年
を
「
国
際
森
林
年
」
に
す

る
こ
と
を
し
ま
し
た
。

わ
が
国
は
一
子
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人

工
林
を
持
ち
、
林
業
の
先
進
国
で
あ
る

と
同
時
に
、
木
材
需
要
の
過
半
を
海
外

に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

森
林
を
大
切
に
し
て
、
後
世
に
美
し

い
森
林
を
残
し
た
い
も
の
で
す
。

事
業
計
画
で
は
、
従
来
の
竹
林
を
整

備
し
て
質
の
良
い
タ
ケ
ノ
コ
を
増
産
し
、

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
、
生
産
量
を
千

五
百
ト
ノ
、
生
産
額
を
一
億
五
百
万
円
と

す
る
目
標
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
「
大
洲
市
を
考
え
る
百

人
委
員
会
」
が
昨
年
一
月
に
農
林
業
の

振
興
と
し
て
提
言
し
て
い
た
も
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
「
ま
ち
守
つ

く
り
委
員
会
L

で
取
り
込
み
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
。

計
画
の
初
年
度
で
あ
る
今
年
度
事
業

で
、
既
に
自
動
梱
包
機
、
台
秤
、
コ
ン

テ
ナ
な
ど
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、
計
画

は
若
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
生
産
さ
れ

た
タ
ケ
ノ
コ
は
、
生
食
用
と
加
工
用

半
々
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
生
食
用
は
松

山
、
京
阪
神
方
面
の
市
場
に
出
荷
し
、

加
工
用
は
農
協
が
計
画
中
の
農
産
物
加

工
場
に
回
す
予
定
で
す
。
販
売
方
法
は
、

共
同
販
売
体
制
を
と
り
、
一
元
集
荷
、

選
別
を
し
て
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。

大
洲
市
の
竹
林
は
、
表
土
の
深
い
小

石
の
少
な
い
土
壌
で
、
傾
斜
が
五

1
二

十
五
度
く
ら
い
の
排
水
の
よ
い
保
ぷ
性

の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
タ
ケ
ノ
コ
の

栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
生
食
用

に
各
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
お

い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
と
し
て
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
後
、
大
洲
持
産
「
朝
霧

タ
ケ
ノ
コ
L

と
し
て
出
荷
し
ま
す
が
、

「
朝
霧
タ
ケ
ノ
コ
」
が
お
い
し
い
タ
ケ

ノ
ゴ
の
代
名
詞
に
な
り
、
大
洲
の
特
産

品
と
し
て
有
名
に
な
る
よ
う
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

内
あ
と
で
H

よ
り

H

い
ま
υ
が
大
切
出
〈
の
始
末

門口
内
《

d
同
月。一v

日
一
今
年
も
、
二
月
一
干
八
日

日
付
一
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
二

2
一
週
間
干
の
全
国
火
災
予
防

動
一
運
動
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

運
一
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て

時
間
一
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

汗
一
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多
ノ
¥

d
一
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が

町
一
多
く
な
る
季
節
で
す
。

春
一
昭
和
五
十
九
ノ
平
中
に
大
洲

ー
ー
し
市
で
は
、
二
十
二
件
(
前
年

比
三
件
増
)
の
火
災
が
発
生
し
、
七
千

三
百
四
十
万
円
あ
ま
り
が
灰
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
一
人
が
焼
死
、
一
一
人
が

負
傷
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
で
、
大
切
な
自
然
を
破
壊

す
る
山
火
事
の
原
因
は
、
山
林
火
入
れ

時
の
残
り
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

ど
の
人
災
で
す
。
先
日
の
川
之
江
市
で

発
生
し
た
山
火
事
は
三
百
九
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
損
害
額
一
億
五
千
三
百
万
円

の
大
火
事
に
な
り
ま
し
た
。
尊
い
命
と

貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
が
多
く
な
る
季
節
で
す

家
庭
で
の
防
火
対
策

O
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子
供
の
手

の
届
か
な
い
所
へ
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ザー@事，.む
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O
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
幼
児
、
お
年
寄
り
は
避
難
し
や
す
い

場
所
に
寝
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

0

0
寝
る
前
に
は
、
も
う
一
度
「
火
の
元
」

を
確
め
ま
し
ょ
う
。

屋
外
で
の
防
火
対
策

O
た
き
火
を
し
た
と
き
は
、
後
始
末
を

完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

O
強
風
の
時
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

時
に
は
、
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う

0

0
山
林
な
ど
で
の
集
め
焼
き
は
、
消
防

署
へ
届
け
出
を
し
て
か
ら
に
し
ま
し

ょ
F70
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春
は
、
転
勤
や
入
学
、
就
業
と
引
っ
越
し
の

多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
出
や
転
入
に
と
も
な
う
届
け
で
す
。
う
っ

か
り
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選
挙
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
り
、
国
民
年
金
の
給
伺
を
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
届
け
は
必
ず
期
間
内
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

印
鑑
登
録
印
鑑
登
録
証
を
返
却
し
、

新
住
所
地
で
新
た
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
返
却
し
、
新
住
所

地
で
新
た
に
申
請
し
ま
す
。

国
民
年
金
新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

在
学
証
明
書
小
・
中
学
生
が
い
る
場

合
は
、
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
で

「
在
学
証
明
書
し
な
ど
の
書
類
を
受
け

取
り
、
転
出
先
の
学
校
に
提
出
し
ま
す
。
一
一

こ
の
ほ
か
に
、
児
童
手
当
対
象
児
童
?

の
い
る
人
は
児
童
子
当
証
明
書
、
老
人
一

医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
一
一

る
人
は
交
付
状
況
証
明
書
が
必
要
で
す
。
一
一

ま
た
、
転
出
証
明
書
交
付
後
に
何
ら
一
一

か
の
都
合
で
、
転
出
を
と
り
や
め
た
場
一
一
そ
れ
は
差
別
だ
と
指
摘
さ
れ
る
中
に
、

合
は
、
す
み
や
か
に
こ
の
転
出
証
明
書
一
一
い
わ
ゆ
る
「
差
別
語
」
と
い
わ
れ
る
も

を
用
意
し
て
市
役
所
市
民
課
で
子
続
き
ハ
の
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
言
葉
は
生

を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
一
き
も
の
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
言
葉
に

士
よ
っ
て
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
場
合

そ
の
他
の
届
出

T

も
あ
り
ま
す
。

一
色
言
葉
は
、
そ
れ
を
使
う
人
の
考
え
か

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
市
役
所
一
一
や
使
い
方
に
よ
っ
て
差
別
性
が
生
ま
れ

以
外
の
と
こ
ろ
に
も
届
出
を
忘
れ
な
い
乏
で
く
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
差
別
性
を

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
持
っ
た
一
一
一
司
葉
は
、
そ
の
指
す
も
の
が
社

運
転
免
許
証
住
所
変
更
手
続
は
、
新
会
的
に
差
別
さ
れ
る
状
態
を
残
し
て
い

住
所
地
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
の
自
動
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
い
と
い

車
試
験
場
へ
。
ま
た
、
白
動
車
を
お
持
え
ま
す
。

ち
の
入
は
、
陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
例
え
ば
「
め
く
ら
L

と
い
う
言
葉
は
、

手
続
き
を
。
転
居
先
が
県
内
と
他
府
県
も
と
も
と
は
目
の
見
え
な
い
人
を
指
し
、

と
の
場
合
で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
ハ
区
別
す
る
一
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
す
。
し

郵
便
局
転
居
届
を
出
し
て
お
く
と
、
か
し
、
自
の
見
え
な
い
人
が
そ
の
た
め

届
出
の
日
か
ら
一
年
の
聞
は
引
っ
越
し
に
蝶
外
さ
れ
る
状
態
が
あ
る
と
こ
ろ
か

先
の
郵
便
局
に
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
ら
、
そ
の
指
す
言
葉
そ
の
も
の
が
差
別

れ

ま

す

。

性

を

持

っ

て

い

る

と

さ

れ

る

わ

け

で

す

。

そ
の
他
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
、
言
葉
に
差
別
性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の

銀
行
な
ど
に
変
更
や
廃
止
の
手
続
き
を
も
の
を
言
い
換
え
て
み
て
も
、
差
別
は

し

て

く

だ

さ

い

。

な

く

な

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

大

引
っ
越
し
が
終
っ
た
ら
、
新
し
い
住
切
な
こ
と
は
、
指
す
も
の
の
状
態
を
な

所
地
で
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
申
し
込
み
く
す
こ
と
で
す
。

を

し

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

差

別

に

か

か

わ

る

言

市
役
所
関
係
で
詳
し
い
こ
と
は
、
市
葉
を
禁
止
し
た
り
、
言
い
換
え
た
だ
け

民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
で
は
、
同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
ら

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
5
1
・
2
5
2

な
い
の
で
す
。
言
葉
の
差
別
性
を
指
摘

No.78 

住
民
登
録
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載

や
消
除
な
ど
は
、
転
出
・
転
入
届
を
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
手
続

き
は
、
市
町
村
役
場
で
転
出
証
明
書
を

も
ら
い
、
十
四
日
以
内
に
新
住
所
地
で

転
入
届
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

差
別
と
言
葉

差
別
と
偏
見
③

し
合
う
の
で
な
く
、
む
し
ろ
自
由
な
話

し
合
い
に
よ
っ
て
、
真
の
部
落
差
別
の

解
消
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

偏
見
と
部
落
差
別

「
差
別
」
は
解
消
し
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
人
間
の
本
性
と
し
て
、
人
を
嫌
っ

た
り
、
見
下
げ
た
り
す
る
心
情
は
な
く

な
っ
た
り
し
な
い
か
ら
だ
と
い
う
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
頭
か
ら
こ
う
だ
と
決

め
て
か
か
っ
て
、
誤
っ
た
も
の
の
見
方

を
し
て
い
る
場
合
が
良
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
偏
見
」
な
の
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
「
差
別
」
と
は
、
故
意
に
人
権

を
認
め
な
か
っ
た
り
、
侵
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
社
会
的
に
疎
外
す
る
ご
と
な

の
で
す
。
こ
の
両
者
は
、
差
別
が
偏
見

を
生
み
、
偏
見
が
差
別
を
支
え
る
と
い

っ
た
関
係
に
あ
り
ま
す
。
部
落
差
別
も
、

部
落
に
対
す
る
偏
見
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
偏
見
も
部
落
の
実
態
や
言
い
伝
え

な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
態
a

や
間
違
っ
た

意
識
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落

差
別
に
対
す
る
偏
見
は
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

人
間
と
し
て
あ
り
が
ち
な
偏
見
が
あ

る
限
り
、
部
落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

と
考
え
る
の
は
間
違
い
な
の
で
す
。
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大
洲
市
観
光
協
会
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
み
や

げ
品
を
商
品
化
す
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。昭

和
五
十
八
年
秋
と
五
十
九
年
春
の

一
一
回
に
わ
た
っ
て
、
大
洲
地
方
の
資
源

を
生
か
し
て
郷
土
色
豊
か
な
観
光
む
み

や
げ
品
を
開
発
し
、
商
品
化
す
る
意
凶

の
も
と
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

次
の
と
わ
り
卜

A

一
点
の
優
秀
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。

観
光
お
み
や
げ
優
秀
作
品

{
食
品
類
一

V
臥
龍
も
ち
V

い
ち
じ
く

の
姿
煮
V
野
菜
入
り
手
打
ち
う
ど
ん
V

ふ
き
味
噌
と
く
じ
ゅ
う
菜
の
佃
煮

一
民
芸
品
類
一

V
お
は
な
は
ん
雛
(
び

な
)

V
大
洲
子
ま
り
V
惇
締
め
と
ル
!

プ
タ
イ
V
む
よ
ろ
こ
び
の
色
紙
V
福
招

亀
(
ふ
く
ま
ね
き
)
と
し
あ
わ
せ
の
鈴
V

真
綿
紬
(
つ
む
ぎ
)
帯
V
中
江
藤
樹
先

生
座
像
(
陶
器
)

受
賞
作
品
を
大
洲
観
光
お
み
や
げ
品

と
し
て
、
広
く
販
売
す
る
た
め
市
民
の

み
な
さ
ん
よ
り
商
品
化
さ
れ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
大

洲
市
観
光
協
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
作
品
内
(
谷
な
ど
詳
し
く
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

大
洲
市
観
光
協
会
(
市
役
所
別
館
二

階

)

宮

⑪

2
6
6
4

Sl11(¥kiri Ckan 

~，(\，":1J以来そえ喜恵t I拘グ
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V
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
の
出
身
で

す。V
E人
(
登
さ
ん
)
と
は
、
名
古
屋
の

実
家
に
主
人
が
修
業
に
来
て
い
る
時
に

知
り
合
い
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
に

大
洲
市
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

v
f
r
供
は
、
長
女
晴
奈
(
一
一
歳
)
と
次

男
泰
介
(
零
歳
)
の
二
人
で
す
。

V
最
初
に
大
洲
に
来
た
の
は
、
結
婚
式

を
挙
げ
る
少
し
前
で
す
が
、
朝
霧
に
は

驚
き
ま
し
た
。
ム
ブ
で
も
、
洗
濯
物
な
ど

乾
か
な
い
の
で
回
り
ま
す
。

V
大
洲
の
人
の
気
質
で
す
が
、
卒
直
な

感
じ
が
し
ま
す
。
名
古
屋
の
人
と
比
較

し
て
、
心
で
思
っ
て
い
る
こ
と
が
言
葉

に
そ
の
ま
ま
で
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
o

v大
洲
に
来
た
当
時
、
言
葉
に
は
少
し

凶
り
ま
し
た
。
電
話
な
ど
の
応
対
を
す

る
の
に
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
し
に
く
か
っ
た
で
す
ね
。

V
星
は
き
れ
い
で
す
し
、
特
に
不
便
を

感
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
良
い
所
だ

と
思
い
ま
す
。

V
主
人
は
、
仕
事
の
関
係
で
月
の
半
分

は
出
張
し
て
い
る
の
で
、
健
康
だ
け
は

注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。

V
子
供
に
は
、
丈
夫
で
思
い
や
り
の
あ

る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

計
y
o

新
刊
図
書
案
内

積
塵
邦
語
・
大
洲
随
筆
伊
予
史
談
会

礼

俗

の

間

愛

媛

県

教

育

会

看

羊

録

羨

沈

・

朴

鐘

鳴

訳

注

庶

民

の

ほ

と

け

頼

富

杢

右

著

「
近
代
」
の
意
味
桜
井
哲
夫
著

子
ど
も
の
か
ら
だ
宮
下
充
正
著

生
物
学
の
歴
史
上
・
下
八
杉
龍
一
著

遺
伝
子
工
学
を
考
え
る
坂
口
健
二
著

レ
ト
リ
ッ
ク
感
覚
佐
藤
信
夫
著

間
違
い
だ
ら
け
の
ク
ル
マ
選
び

徳
大
寺
有
恒
著

ウ
ル
ト
ラ
ア
イ
4
5
山
川
静
夫
他
編

史
上
最
高
の
投
手
は
だ
れ
か

佐
山
和
夫
著

マ

ダ

ム

貞

奴

杉

本

苑

子

著

特
急
白
鳥
十
四
時
間
西
村
京
太
郎
著

あ
の
角
を
曲
が
っ
て
赤
川
次
郎
著

別

れ

の

余

韻

津

地

久

枝

著

撃

墜

山

柳

田

邦

男

著

愛
と
自
由
を
求
め
て
瀬
戸
内
晴
美
編

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ヨ
y

ク

黒

柳

徹

子

著

川

田

雄

琴

先

生

伝

景

浦

勉

著

怒
麻
大
西
史
談
会
誌

6

大
西
史
談
会

伊

予

の

民

俗

お

秋

田

忠

俊

編

長

寿

学

研

究

森

下

敬

一

編

高
校
生
の
主
張
7

毎
日
新
聞
社

趣
味
の
園
芸
作
業
ロ
カ
月
野
菜
4
冊

増
井
貞
雄
著

日
本
放
送
協
会

筒
井
修
他
編

図

書

館

N
H
K
年
鑑
剖

最
後
の
騎
兵
隊

8 
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お
年
寄
り
が
園
芸
奉
仕

一
月
一
八
日
、
お
年
寄
り
ら
で
組
織

す
る
「
園
芸
奉
仕
班
L

の
メ
ン
バ
ー
が
、

市
役
所
周
辺
の
植
え
込
み
の
せ
ん
定
や

消
毒
の
奉
仕
作
業
を
し
ま
し
た
。

「
園
芸
趣
味
の
会
L

(

武
田
清
繁
会
長

四
十
人
)
の
有
志
十
八
人
で
組
織
し
た

同
奉
仕
班
の
初
仕
事
で
、
今
回
は
十
四

人
が
参
加
し
て
の
奉
仕
作
業
で
し
た
。

ずおお広報

寒さなんか吹き飛ばし
七草がゆ歩こう会
1月13日、肱南地 区コミュニティ推進大会の主

催 でと七草がゆ歩こう会ミが行われました。当日

は、天候にも恵まれ、 350人あまりの参加者が市

民会館前から少彦名神社までの約 5回のコースを

歩きました。終点、の大洲神社では、 1年の健康を

願いと七草がゆミを賞味しました。

新成人430人、門出を祝う
1月15日 成人の日 大人になったことを

自覚し、社会人として巣立っていこうとする新成

人を祝い励ます日です。今年は、市内で430人(男

186人、女244人)が、新しく大人の仲間入りをし

ました。 15日 9時半から、市役所 2階大ホールで、

新成人など 400人が参加し、新成人の門出を祝い

ました。

成人を祝い、寒中水泳
成人の日の 1月15日、渡場の肱川河原で、成人

を祝い恒例のご寒中水泳大会ミが行われました。 5

歳の幼稚園児から 63歳の古式泳法「神仏主馬流」
継承者まで 140人あまりが初泳ぎ、を行い、 ご祝成

人の日ミと水書し、川岸の観客からさかんな拍手

をt谷びていました。

3
H
H
d
-
T
 

A
U
平
1
4
1

9 -

「
川
田
雄
琴
伝
」

川
田
雄
琴
生
誕
三
百
年
に
あ
た
り

「
川
田
雄
琴
伝
し
が
伊
予
史
談
会
会

長
景
浦
勉
氏
の
執
筆
に
よ
り
刊
行
し

ま
し
た
。

川
田
雄
琴
は
享
保
十
七
年
(
一
七

三
二
年
)
大
洲
五
代
藩
主
加
藤
泰
温

に
招
か
れ
ま
し
た
。
延
享
四
年
(
一

七
四
七
年
)
、
末
広
町
に
止
善
書
院
明

倫
A
号
佐
建
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊

予
八
藩
中
最
初
の
藩
校
で
、
明
治
初

期
ま
で
大
洲
の
教
育
の
中
心
で
し
た
。

こ
の
本
に
は
、
当
時
の
教
材
の
一

部
も
掲
載
さ
れ
、
一
般
庶
民
の
生
活

も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
体
育
課
に
ご
連
絡
を
。
一

冊
千
円
で
す
o

E
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
7

1月末までの

大洲市内の交通事故

1月末 st 年
宅見 在 同 其耳

イ牛 主t 1 3 1 0 

負傷者 1 4 1 5 

死 者 。 。



ず

様
様
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

おお広報

乳
幼
児

健

芸o
09 

実

施

日

該

当

者

3
月
5
日
(
火
)
昭
和
田
年
叩
月
生

3
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
日
年
7
月
生

3
月
比
日
(
木
)
昭
和
田
年
8
月
生

3
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生

3
月
お
日
(
火
)
昭
和
町
年
2
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

恐
い
糖
尿
病

い
ま
日
本
に
は
約
三
百
万
人
の
糖
尿

病
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
に
は
、
初
期
の
自
覚
症
状
が
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
間
、
自
分

世
⑮
3
ワ
ワ
5

が
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、

あ
る
日
突
然
に
失
明
し
て
病
気
を
知
る

こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
怖
い
病
気
は
な
い
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
ど
が
渇
い
た
り
、
ト
イ
レ
ヘ
行
く

回
数
が
増
え
る
こ
と
が
精
尿
病
の
初
期

症
状
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
そ
の
時
は
病
気
が
か
な
り
進

行
し
て
い
る
の
で
す
。

糖
尿
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

早
期
発
見
が
い
ち
ば
ん
の
方
法
で
す
。

若
い
人
で
も
年
に
一
凶
は
検
尿
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
早
期
発
見
す
れ
ば
、
糖
が

出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
騒
ぐ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が
完

治
す
る
の
で
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
糖
尿
病
の
誘
発
原

因
と
な
る
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、
ふ

だ
ん
か
ら
適
度
の
運
動
と
低
カ
ロ
リ
ー

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
二
日
一
万
歩
H

を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
糖
尿

病
は
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
か
ら
遠
の

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

3
月
初
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

3
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
c

前
も
っ
て
電
話
し

て
く
だ
さ
い
o
E
⑫
3
1
6
5

3 3 3 3 3 3 

おま ZAZ弓花守
くご百百百f:::!百白
りこ
もろ
のの

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

れ
~
y
y
y
j作ー

政

所

嶺

子

金

一

封

成

能

岩

野

理

八

金
一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
収
益

金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販

売
株
式
会
社
・
販
売
庖
一
同

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

坂

本

岩

義

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

へ

)

平

野

町

大

野

照

雄

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

ヘ
)
平
野
町
大
安
寺
一
花
園
会

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

篠

原

一

恵

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
・
八
多
喜

地
区
社
協
・
八
多
喜
寿
会
へ
)

八
多
喜
町
水
本
鹿
衛

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相談ごと案内
いず、れも無料ですので、お気

軽に ご 利 用 く だ さ い。

惨交通事故相談

と き 3月 8日 10日寺~15日寺

3月20臼

ところ 市役所第 三 会 議 室

惨人権相談

と き 3月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 3月 1E:J 

3月11日

3月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 3月27日 10時一15時

ところ 中央公民館

急、がれる時は電話で相談して

くださし'0fi⑫3794(玉木)

惨社会保険相談

と き 3月19日 9 u寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

惨医師・栄養士による健康相談

と き 3月28日(第 4木曜日)

13時一16時

ところ 大洲市保健センタ一

対象的 歳 以 上 の人

砂 何でも相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲E

⑪6100)、大洲福祉会館

(新谷E⑫0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み 、人権、交通

事故、その他何でも。

13時一16日手

ク

金
一
封

上
須

h

一枚

タ三マ
官内

- 10一

d
7
2

転
出
・

掛
転
居
の
と
き
は

水
道
を
使
っ
て
い
る
人
で
、
転
出
、

転
居
さ
れ
る
と
き
は
、
前
も
っ
て
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
日
時
に
料
金
の
精
算
な

ど
に
わ
伺
い
し
ま
す
。

宮

@
2
1
1
1
内
線
3
7
5

24-2583 

26-0020 

24-3783 

24-2216 
25-5532 
25-5858 

25-0300 

合

休日の濡水修理(B有30-1γ。)

月 日|当番業者 l

淳山水道工事庖

所

所

f蔵壬凡
両又

いの水道工事庖

内田電気水道設備

星加鉄工

原

大塚鉄工

3月3日

3月10日

3月17日

3月21日

3月24日

3月31日

後

期

昭
和
五
十
九
年
度
が
今
月
で
終
わ
り

ま
す
。
進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
さ
れ

る
人
は
人
生
の
一
つ
の
節
目
に
も
な
り

ま
す
。転

出
や
転
居
な
ど
さ
れ
る
人
は
、
市

役
所
な
ど
必
要
な
所
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
三
月
は
窓
口
が
混
み
ま
す
の

で
届
出
は
わ
早
め
に
。

(
M
)
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